
　
「
お
茶
の
水
」
と
聞
く
と
、
Ｊ

Ｒ
御
茶
ノ
水
駅
界
隈（
か
い
わ
い
）

を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
だ
ろ

う
。
実
は
同
じ
く
徳
川
将
軍
家
が

茶
の
湯
に
使
っ
た
伝
説
の
あ
る

「
お
茶
の
水
」
が
東
京
都
武
蔵
野

市
と
三
鷹
市
に
ま
た
が
る
井
の
頭

恩
賜
公
園
に
あ
る
。

　
家
康
が
「
関
東
随
一
の
名
水
」

と
ほ
め
、３
代
将
軍
・
家
光
が「
こ

の
う
え
な
く
う
ま
い
水
を
出
す
井

戸
」
と
し
て
湧
き
出
る
水
を
た
た

え
る
池
を
「
井
の
頭
」
と
名
付
け

た
と
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
井
の
頭
池
は
１
９
５

０
年
代
に
武
蔵
野
地
域
の
人
口
が

増
え
、
周
辺
の
地
下
水
が
大
量
に

く
み
上
げ
ら
れ
た
影
響
も
あ
り
、

年
に
い
っ
た
ん
枯
渇
。
そ
の
後

も
湧
き
水
は
十
分
で
な
く
、池
は

濁
っ
た
姿
を
さ
ら
し
て
い
た
。

　
転
機
は
２
０
０
４
年
秋
に
相
次

い
だ
台
風
だ
っ
た
。大
雨
で
地
下

水
位
が
上
昇
し
て
湧
き
水
が
戻

り
、１
カ
月
間
ほ
ど
池
の
３
分
の

１
で
底
が
見
え
る
状
態
に
な
っ

た
。「
池
は
ま
だ
生
き
て
い
る
」。地

域
住
民
が
動
き
、地
元
市
や
池
を

管
理
す
る
東
京
都
と
連
携
し
て
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。

　
最
大
の
事
業
は
「
か
い
ぼ
り
」

だ
。
農
業
用
の
た
め
池
で
農
閑
期

に
水
を
抜
い
て
水
質
を
改
善
す
る

方
法
で
、
井
の
頭
池
で
は
初
め
て

の
試
み
だ
っ
た
。

　

〜

年
に
２
回
実
施
し
た
と

こ
ろ
、

年
代
以
降
に
持
ち
込
ま

れ
た
外
来
魚
を
ほ
ぼ
駆
除
で
き
、

在
来
の
魚
な
ど
が
増
え
、
都
西
部

公
園
緑
地
事
務
所
の
内
山
香
さ
ん

（

）
は
「
じ
わ
じ
わ
と
生
態
系

が
回
復
し
、
水
質
も
改
善
し
つ
つ

あ
る
」
と
い
う
。
固
有
種
で〝
幻

の
水
草
〞だ
っ
た
「
イ
ノ
カ
シ
ラ

フ
ラ
ス
コ
モ
」
も
約

年
ぶ
り
に

池
底
の
土
壌
か
ら
復
活
し
た
。

　
今
冬
、
３
回
目
の
か
い
ぼ
り
に

挑
む
。
住
民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
生
態
工
房
」
（
武
蔵

野
市
）
の
事
務
局
長
、
佐
藤
方
博

さ
ん
（

）
は
「
周
辺
を
含
め
た

水
環
境
の
改
善
は
行
政
任
せ
で
は

な
く
、
住
民
の
理
解
と
協
力
が
必

要
」
と
み
る
。
公
園
は
５
月
に
開

園
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。
「
井

の
頭
」
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
未
来

に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
が
続
く
。

　井の頭池　日本最古の上水道、神田上
水（現在の神田川）の水源として近代水道
が整備される 年ごろまで人々の生活
を支えた。一帯の御料（ごりょう）地は
年５月、日本初の郊外型公園となった。
　いくつも湧き水口があった池は「七井
（なない）の池」とも呼ばれ、流水量は
１日１万㌧以上を誇った。現在は「お茶
の水」を含め地下水をポンプでくみ上げ
て１日約 ㌧。根本的な水質改善には
湧き水の復活がカギだ。

将
軍
家
の
名
水
　

復
活
へ
試
み

　　▶▶　井の頭池

徳
川
家
康
が
茶
の
湯
に
使
っ
た
と
さ
れ
る
湧

き
水
口
「
お
茶
の
水
」
（
東
京
都
三
鷹
市
）


